
2011年東日本大震災の後、あの大惨事が信じられなく、避難所で感じた悲しみ。先ず
は暗くなっている松島町の人達の元気を少しでも取り戻せるには何か無いものかと考
えた時に、躍動感が有る仙臺すずめ踊りを立ち上げようと思いました。すずめ踊りを
観ていただいた皆さんが笑顔になっていただくことで、踊っている私たちもとても元
気をもらうことができました。祭連名は、発足当初相談していた朱雀のお頭さんに、
松島の祭連、部落が竹谷ですので、竹谷舞がいいのではと名付けて頂きました。

扇子/黄から白のグラデーション 青から
白のグラデーション。
松島の海の青と、太陽の黄色のイメージ
で、踊っていてきれいに見える色にしま
した。

コロナ禍でなかなか活動できなかった2021年。
2022年は感染対策をしながら活動を再開しました。
最近では町内のイベントにも声をかけていただき
演舞する場が少しずつ増えてメンバーも喜んでお
ります。また、お祭りを知らない世代にすずめ踊
りの楽しさを知ってもらいたいという思いから町
内の園児対象に、すずめの体験会 ‘こすずめくら
ぶ’を始めました。お囃子の音色に合わせてピョン
ピョン踊る姿にキュンキュンしています。私たち
も初心を忘れずこれからも笑顔で元気に踊ってい
きたいと思います。

松島祭連

竹谷舞
まつしままづら
たけやまい

結成：平成23年
受賞歴：仙台踊輪美倶
(オリンピック)金賞

法被/オレンジに竹松島
鯉口/鳳凰(白) 股引/白
親しみと明るく元気なイメージのオレ
ンジ色の法被で、見ている人も、着て
いる私たちも、前向きな気持ちと気分
盛り上げてくれそうという思いから選
びました。
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